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とき、18cm のコンクリート壁越しに 15m 先の被験者の呼吸計測が可能）であることを述
べている。 
第三章では、MDR を用いた生命信号検知システムの医療分野への応用に先立ち精度検証
を行った。人体の表面には、１分間に 15 回程度の 10 ㎜程度の呼吸性変動と１分間に 60 回















東名厚木病院において、27 名の SAS 入院検査受診者（49±12 歳）を対象として臨床試





本アルゴリズムを搭載して SAS スクリーニング精度を検証した。1 時間ごとの無呼吸・
低呼吸回数を示す指標、 Apnea Hypopnea Index (AHI) ≧30 の重症 SAS 患者のスクリー
ニング精度を求めたところ、感度、特異度ともに 100％という結果が得られた。これにより、
生命信号検知システムを用いて PSG 入院検査と同精度で SAS スクリーニングが可能であ
ることが示された。 
第五章は結論である。予備的精度検討と病院における臨床試験を通して、災害時におけ
る使用を目的に開発した生命信号検知システムが、SAS 等の病態の把握に有効であること
を実証した。生命信号検知システムが実用化されると, 患者はただベッドに寝るだけで SAS
のスクリーニングが可能となるので、重大疾患や居眠り運転事故の原因となる SAS の潜在
患者の減少に寄与することが期待される。 
